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１．はじめに

当センターが実施している

０年余りを経過しています。その間、愛媛県内では８千３００ヘクタールの森林を造成して参

りました。

これらの水源林

約 215 キロメートルの作業道を整

となっています

網整備が重要な課題となっています。

また、新植地においても

整備が不可欠です。

しかしながら、

取法面の崩落

このようなことから、今回、

工法を施工し

 

 

２．森林農地整備センターの

当センターで作設する作業道については、

今後の収穫へ向けた基幹となる１０ｔ車の

走行が可能な基幹作業道、２ｔトラックの走

行が可能なトラック道、フォワーダ等の走行

が可能な林業機械道があり、

トラック道において行いました

トラック道

夫で簡易な作業道

な場合は丸太組工を

す。（図－１）
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６．施工後の状況 

施工後数ヶ月経ってからの状況は、吸出防止材無しの山側丸太組工を施工した箇所について、

前面部の丸太組の隙間から土砂が流出しており、丸太組工としては不安定な状況になっていま

した。（写真－８） 

 山側丸太組工に吸出防止材を施工した箇所については、丸太組工の間は吸出防止材により

覆われているので土砂の流出がなく、法面が安定していました。（写真－９） 

      

写真－８ 山側丸太組工（吸出防止材無し） 写真－９ 山側丸太組工（吸出防止材有り） 

さらに 1 年後の状況については、同じ切取法高のところで無処理の区間は一部崩落していま

したが、手前の山側丸太組工に吸出防止材を併用した区間では発生していませんでした。（写

真－１０） 

また、吸出防止材を使うことで土の動きが抑えられているため、吸出防止材の一部から在来

種の発芽している状況も見られました。（写真－１１） 

 

     

写真－１０ １年後の切取法面状況①     写真－１１ １年後の切取法面状況② 

数ヶ月経過した盛土で無処理の状況については、流水により盛土法面が浸食し、一部クラッ

クも発生していました。（写真－１２） 

「むしろ張芝工」を施工した盛土法面は、顕著な浸食は認められませんでした。 

（写真－１３） 

また、「浸食防止張芝工」についても、「むしろ張芝工」と同様な状況でした。（写真－１４） 

 



 

 

写真－１２

 

１年後の盛土法面の状況については、盛土

法面に「むしろ張

緑化も更に

できました。

 

 

 

 

７．評価

（１）「切取法面の崩落」に対する検討

 

「切取のみ」の

所発生し

らなる崩落を誘発して法高が一段と

っている箇所も見受けられました。

「山側丸太組工」を施工した箇所において

は、崩落を抑えられていましたが、吸出防止

材を施工していないと丸太組

土砂の流出が発生していました。

（２）「

 

「盛土のみ

きく浸食されていましたが、「むしろ張芝工

や「浸食防止

ては浸食が軽減され

り非常に有効であることが分かりました。

単価面を見る

安価であり

 

 

写真－１２ 無処理の

法面 

後の盛土法面の状況については、盛土

法面に「むしろ張芝工」を実施した区間では

更に進み、非常に安定した法面を形成

できました。（写真－１５

７．評価 

「切取法面の崩落」に対する検討

「切取のみ」の箇所

発生しおり、このまま放置したこと

らなる崩落を誘発して法高が一段と

っている箇所も見受けられました。

山側丸太組工」を施工した箇所において

、崩落を抑えられていましたが、吸出防止

材を施工していないと丸太組

土砂の流出が発生していました。

「流水による

「盛土のみ」の箇所については

きく浸食されていましたが、「むしろ張芝工

浸食防止張芝工」を設置した箇所につい

浸食が軽減され

り非常に有効であることが分かりました。

単価面を見ると「むしろ

安価であり適しているものと考えられます。

 

無処理の盛土  

 

後の盛土法面の状況については、盛土

芝工」を実施した区間では

進み、非常に安定した法面を形成

（写真－１５） 

「切取法面の崩落」に対する検討

箇所において

おり、このまま放置したこと

らなる崩落を誘発して法高が一段と

っている箇所も見受けられました。

山側丸太組工」を施工した箇所において

、崩落を抑えられていましたが、吸出防止

材を施工していないと丸太組

土砂の流出が発生していました。

流水による盛土法面の浸食」に対す

」の箇所については

きく浸食されていましたが、「むしろ張芝工

工」を設置した箇所につい

浸食が軽減され、早期の緑化が図れてお

り非常に有効であることが分かりました。

「むしろ張芝

適しているものと考えられます。

 

 写真－１３

後の盛土法面の状況については、盛土

芝工」を実施した区間では

進み、非常に安定した法面を形成

 

「切取法面の崩落」に対する検討結果

においては崩落が数カ

おり、このまま放置したことで、

らなる崩落を誘発して法高が一段と高くな

っている箇所も見受けられました。 

山側丸太組工」を施工した箇所において

、崩落を抑えられていましたが、吸出防止

材を施工していないと丸太組工の隙間から

土砂の流出が発生していました。 

盛土法面の浸食」に対す

」の箇所については、法面が大

きく浸食されていましたが、「むしろ張芝工

工」を設置した箇所につい

、早期の緑化が図れてお

り非常に有効であることが分かりました。

芝工」が、より

適しているものと考えられます。

写真－１３ むしろ張芝工

後の盛土法面の状況については、盛土

芝工」を実施した区間では、

進み、非常に安定した法面を形成

写真－１５

結果の評価（表－２）

数カ

で、さ

高くな

山側丸太組工」を施工した箇所において

、崩落を抑えられていましたが、吸出防止

の隙間から

表－２「切取法面の崩落」に対する検討

盛土法面の浸食」に対する検討結果の評価

法面が大

きく浸食されていましたが、「むしろ張芝工」

工」を設置した箇所につい

、早期の緑化が図れてお

り非常に有効であることが分かりました。 

が、より

適しているものと考えられます。 

表－

に対する検討

 

張芝工  写真－１４

写真－１５ 

（表－２） 

表－２「切取法面の崩落」に対する検討

る検討結果の評価（表－３）

表－３「流水による盛土法面の浸食

に対する検討

写真－１４ 浸食防止張芝工

 

 

表－２「切取法面の崩落」に対する検討

（表－３） 

３「流水による盛土法面の浸食

に対する検討 

浸食防止張芝工

表－２「切取法面の崩落」に対する検討

 

３「流水による盛土法面の浸食

 

浸食防止張芝工 

 

表－２「切取法面の崩落」に対する検討 

３「流水による盛土法面の浸食」 

 



 

 

（３）「丸太組

 

吸出防止材を設置していない箇所ついて

は、丸太組の隙間から土砂

ましたが、吸出

ては、土砂流出はかなり抑えられおり

緑化も促進され

発芽している箇所も見

丸太組工の安定に非常に有効であると考え

られます

 

 

 

 

８．考察

今回の調査結果

図れます

盛土法面については、早期の緑化が盛土安定に

効であると考えられます。

また、

止に有効であり、

最後になりますが、

たいと考えております。

「丸太組工の間からの土砂流出」に

吸出防止材を設置していない箇所ついて

丸太組の隙間から土砂

たが、吸出防止材を設置した箇所につい

ては、土砂流出はかなり抑えられおり

緑化も促進され、また、

発芽している箇所も見

丸太組工の安定に非常に有効であると考え

られます。 

８．考察 

今回の調査結果から

図れますが、真砂土地帯では

盛土法面については、早期の緑化が盛土安定に

効であると考えられます。

また、丸太組工、山側丸太組工ともに、吸出

止に有効であり、路体全体の安定を

最後になりますが、

たいと考えております。

の間からの土砂流出」に

吸出防止材を設置していない箇所ついて

丸太組の隙間から土砂の流出が確認され

防止材を設置した箇所につい

ては、土砂流出はかなり抑えられおり

また、吸出防止材の間から

発芽している箇所も見受けられた

丸太組工の安定に非常に有効であると考え

から、切取法面については

真砂土地帯では、

盛土法面については、早期の緑化が盛土安定に

効であると考えられます。 

、山側丸太組工ともに、吸出

路体全体の安定を

最後になりますが、今後も調査を継続し、

たいと考えております。 

の間からの土砂流出」に

吸出防止材を設置していない箇所ついて

の流出が確認され

防止材を設置した箇所につい

ては、土砂流出はかなり抑えられおり、法面

防止材の間から

られたことから、

丸太組工の安定に非常に有効であると考え

切取法面については

、崩落を防ぐために

盛土法面については、早期の緑化が盛土安定に

、山側丸太組工ともに、吸出

路体全体の安定を図れるものと考え

今後も調査を継続し、

の間からの土砂流出」に対する検討結果

吸出防止材を設置していない箇所ついて

の流出が確認され

防止材を設置した箇所につい

法面

防止材の間から

ことから、

丸太組工の安定に非常に有効であると考え

表－４「丸太組の間からの土砂流出」

切取法面については法高を低く抑えることにより

防ぐために山側丸太組工

盛土法面については、早期の緑化が盛土安定につながることから、「むしろ張芝工」等

、山側丸太組工ともに、吸出防止材を

図れるものと考え

今後も調査を継続し、当該工法の有効性

対する検討結果の評価（表－４）

表－４「丸太組の間からの土砂流出」

に対する検討結果

法高を低く抑えることにより

山側丸太組工

つながることから、「むしろ張芝工」等

防止材を併用することで

図れるものと考えられます。

当該工法の有効性を検証

の評価（表－４）

表－４「丸太組の間からの土砂流出」

に対する検討結果

法高を低く抑えることにより、ある程度の安定は

は有効であると考えられます

つながることから、「むしろ張芝工」等

することで、「真砂土」の流出防

られます。

を検証し、更に

の評価（表－４）

表－４「丸太組の間からの土砂流出」

に対する検討結果 

、ある程度の安定は

あると考えられます

つながることから、「むしろ張芝工」等

「真砂土」の流出防

、更に工夫をして

表－４「丸太組の間からの土砂流出」 

 

、ある程度の安定は

あると考えられます。 

つながることから、「むしろ張芝工」等が有

「真砂土」の流出防

して参り


